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本
町
で
は
、
小
・
中
学
校
と
栗
山
高

校
の
児
童
生
徒
が
、
ふ
る
さ
と
栗
山
の

自
然
や
歴
史
を
通
し
て
自
ら
の
生
き
方

や
職
業
に
つ
い
て
学
ぶ
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

体
験
発
表
会
で
は
、
児
童
生
徒
が
職

業
体
験
で
学
ん
だ
成
果
を
発
表
し
ま

す
。
ま
た
、
町
内
の
企
業
や
団
体
が
、

社
会
や
職
業
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

　

職
業
や
生
き
方
、
未
来
を
担
う
小
中

高
生
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
　
時
　

　

11
月
30
日
㈯　

午
前
９
時
15
分
～

◆
場
　
所
　
栗
山
高
校
体
育
館

◆
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
来
場
で
き
ま
す

◆
発
表
者
　

〇
学
　
校

　

町
内
小
中
学
校
、
栗
山
高
校

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

〇
企
業
・
団
体
ほ
か

　

松
原
産
業
㈱
、
そ
ら
ち
南
農
業
協
同

　

組
合
、
㈱
植
物
育
種
研
究
所
、
空
知

　

信
金
、
鳥
山
電
気
工
事
㈱
、
㈱
き
な

　

う
す
フ
ァ
ー
ム
、
㈳
栗
山
青
年
会
議

　

所
、
栗
山
町
議
会

◆
問
い
合
わ
せ
　

　

町
内
各
学
校
、
町
教
育
委
員
会
学
校　
　

　

教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
１
１
１
７
）

キ
ャ
リ
ア
教
育
体
験
発
表
会

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
義

務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維

持
向
上
の
観
点
か
ら
、
全
国
的
な
児
童

生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
、
分

析
し
、
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ
の

教
育
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の
改
善

な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
小

学
６
年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
Ａ
問
題
（
基
礎
知

識
）
と
Ｂ
問
題
（
応
用
力
）
に
分
け
て

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、

こ
れ
ま
で
の
Ａ
問
題
・
Ｂ
問
題
の
区
別

を
な
く
し
、
知
識
と
応
用
を
一
体
的
に

問
う
問
題
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
国
語
・
算
数
の
２
科

目
、
中
学
校
で
は
、
国
語
・
数
学
に
加

え
て
英
語
の
３
科
目
の
学
力
と
、
生
活

習
慣
や
読
書
な
ど
の
学
習
状
況
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

　

学
力
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、
小
学

生
は
国
語
、
算
数
と
も
に
概
ね
全
国
平

均
と
ほ
ぼ
同
じ
か
、
そ
れ
以
上
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
国
語
の

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

「
読
む
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
全
国
平

均
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。（
図
１
）

　

中
学
生
は
、
数
学
で
全
国
平
均
以
上

で
あ
り
、
全
て
の
領
域
で
全
国
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
国
語
と
英
語
は
全
国

平
均
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
そ
の
差
は

い
ず
れ
も
ご
く
わ
ず
か
で
、
全
国
と
ほ

ぼ
同
じ
状
況
に
あ
り
ま
す
。（
図
２
）

　

各
教
科
と
も
に
、
無
回
答
が
大
幅
に

減
少
し
て
お
り
、
最
後
ま
で
解
答
し
よ

う
と
す
る
児
童
生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
。

ふるさと栗山に学び、自信と誇りをはぐくむ！

キャリア教育体験発表会
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◆地域行事に参加している

◆将来の夢や希望を持っている

◆毎朝、朝食を食べている

◆自分には良いところがある

◆人の役に立つ人間になりたい

◆失敗を恐れず挑戦している
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【図１】　小学６年生
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％ 【図２】　中学３年生
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栗
山
の
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　
健
や
か
な
成
長
を
！

（
令
和
元
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
か
ら
）

◆栗山の子どもの学力（正答率）
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学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、

本
町
の
小
中
学
生
は
自
尊
感
情
や
家
庭

学
習
の
時
間
な
ど
に
課
題
が
見
ら
れ
ま

す
が
、「
地
域
行
事
に
参
加
し
て
い
る
」

割
合
が
非
常
に
高
く
全
国
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　
「
将
来
の
夢
や
希
望
を
持
っ
て
い
る
」

割
合
も
高
く
、
地
域
の
方
々
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
心
豊
か
で
健
や
か
に
育
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
調
査
結
果
か
ら
本
町
の
小

中
学
生
の
特
徴
的
な
傾
向
を
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
す
。

〇
規
則
正
し
い
生
活

　

小
中
学
生
と
も
に
、「
朝
食
を
毎
日

食
べ
て
い
る
」
割
合
が
全
国
と
ほ
ぼ
同

じ
か
上
回
っ
て
い
る
状
況
を
示
し
て
お

り
、
以
前
と
比
べ
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

〇
自
尊
感
情
・
自
己
有
用
感

　

小
中
学
生
と
も
に
、「
自
分
に
は
よ

い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
な
ど
の
「
自
尊
の

感
情
」
が
や
や
低
い
傾
向
に
あ
る
一

方
、「
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た

い
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
る
割
合

は
、
全
国
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
は
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
」

と
実
感
す
る
こ
と
や
、
家
庭
・
地
域
で

の
前
向
き
な
声
か
け
で
、
自
尊
感
情
を

高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

〇
挑
戦
心
・
達
成
感

　
「
難
し
い
こ
と
で
も
、
失
敗
を
恐
れ

な
い
で
挑
戦
し
て
い
る
」「
も
の
ご
と

を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
て
、
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
小
中
学
生
は
、

小
学
生
で
全
国
よ
り
も
や
や
下
回
っ
て

い
ま
す
が
、
中
学
生
に
な
る
と
全
国
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

挑
戦
心
や
達
成
感
の
高
ま
り
が
、「
将

来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
る
」
中
学

生
の
割
合
が
全
国
を
大
き
く
上
回
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。　

〇
学
習
習
慣

　
「
学
習
し
た
こ
と
が
将
来
社
会
に
出

た
時
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
」「
自
分

で
計
画
を
立
て
て
勉
強
し
て
い
る
」
と

回
答
し
た
小
中
学
生
は
、
ほ
ぼ
全
国
と

同
じ
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
学

校
の
授
業
以
外
に
１
時
間
以
上
勉
強
す

る
」
と
回
答
し
た
小
中
学
生
は
、
全
国

に
比
べ
て
や
や
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
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ふ
る
さ
と

育
通

然
教

自

信

　

今
年
最
後
の
作
業
日
で
す
。
冬
に
向

け
、
そ
し
て
来
年
の
春
に
向
け
準
備
を

し
ま
す
。

◆
日
　
時　
11
月
10
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

◆
対
　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

◆
内
　
容　
里
山
収
め（
冬
囲
い
な
ど
）

◆
持
ち
物
・
服
装

飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
動
き
や

す
い
服
装
、
軍
手
、
長
靴

◆
集
合
場
所
　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

11
月
の

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
作
業
日

　「
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

の
活
用
や
「
家
庭
学
習
週
間
」
を
啓

発
す
る
こ
と
で
、
家
庭
で
の
過
ご
し

方
を
考
え
さ
せ
、
家
庭
学
習
を
習
慣

化
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

〇
読
書
習
慣

　

学
校
で
は
、
学
校
図
書
館
司
書
と

協
力
し
て
、
図
書
を
活
用
し
た
授
業

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、「
１
日
当
た
り
30
分
く
ら
い
読

書
す
る
」
小
中
学
生
は
、
全
国
と
同

じ
か
そ
れ
以
上
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
読
書
を
全
く
し
な
い
」

小
中
学
生
は
、
全
体
の
約
４
分
の
１

以
上
も
い
て
、
読
書
を
す
る
子
と
し

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の

ふ
る
さ
と
の
川
再
生
と
創
造

な
い
子
の
２
極
化
の
傾
向
が
顕
著
に

な
っ
て
い
ま
す
。

〇
ま
と
め

　

教
師
・
同
級
生
や
地
域
の
人
た
ち
と

の
信
頼
関
係
に
支
え
ら
れ
た
学
習
（
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
）
な
ど
が
、

学
力
向
上
に
有
効
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
制
度
を
導
入
し
、
地
域
の
教
育
資
源

や
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
全
て
の

児
童
生
徒
が
、
主
体
的
に
学
習
す
る
態

度
や
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
教
育
委

員
会
が
一
体
と
な
っ
た
学
力
向
上
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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◆１時間以上、家庭学習をしている

◆１日に 30 分～１時間読書をする
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伊
藤
画
伯
の
貴
重
な
作
品
を
展
示

　

       

伊
藤
正
絵
画
展

北
海
道
が
生
ん
だ
著
名
画
家
、
伊

藤
正
画
伯
の
絵
画
展
が
、
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
絵
画
展
は
伊
藤
画
伯

の
長
女
で
あ
る
伊
藤
鞆と

も
こ子
さ
ん
か
ら
平

成
８
年
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品
を
展

示
し
、
作
品
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
「
帽
子
の
女
」「
流
氷
」

な
ど
18
点
を
展
示
し
た
ほ
か
、
画
伯
の

愛
用
し
て
い
た
パ
レ
ッ
ト
や
絵
筆
、
ト

ラ
ン
ク
な
ど
も
展
示
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
開
催
期
間
中
に
延
べ
２
２
９
人
が

来
場
し
ま
し
た
。（
９
月
10
日
～
29
日
）

％

％

　

平
成
24
年
秋
か
ら
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

で
行
わ
れ
て
い
る
「
治
水
対
策
と
生
き

物
の
豊
か
な
川
づ
く
り
」
の
集
大
成
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　
11
月
17
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

◆
場
　
所
　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
（
桜
丘
３
）

◆
主
　
催

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
計
画
実
行
委
員
会

　

栗
山
町
教
育
委
員
会

◆
協
　
賛

　

栗
山
町
・
栗
山
青
年
会
議
所
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

法
人
雨
煙
別
学
校
・
夕
張
川
自
然
再
生

　

協
議
会
・
栗
山
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
会

◆
市
民
工
事
の
内
容

　

春
の
小
川
山
崩
れ
・
河
床
低
下
防
止

　

作
業
・
林
原
さ
ん
の
沢
整
備
（
石
積

　

み
作
業
・
砂
利
運
搬
な
ど
）

◆
申
込
期
限　
11
月
11
日
㈪

※
参
加
さ
れ
る
方
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

◆
申
込
先　
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

　

☎
�
３
０
０
０

　
　
　
芸
術
の
秋
に
親
し
む

　

      

く
り
や
ま
芸
術
祭

町
総
合
文
化
祭
２
０
１
９
「
第
35

回
く
り
や
ま
芸
術
祭
」
が
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
内
の
サ
ー
ク
ル
や
個
人
が

制
作
し
た
絵
画
や
陶
芸
、
手
工
芸
、
木

彫
、
写
真
、
書
道
な
ど
の
力
作
の
ほ

か
、
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の
５
歳
児
に

よ
る
か
わ
い
ら
し
い
絵
画
や
、
町
内
で

活
動
す
る
芸
術
家
に
よ
る
賛
助
作
品
な

ど
約
４
０
０
点
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
19
日
に
は
誰
で
も
気
軽

に
茶
道
を
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
開
か

れ
ま
し
た
。　
　
　
（
10
月
17
～
20
日
）

　
　
　
走
っ
て
笑
っ
て
健
康
づ
く
り

　
　

  

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い

第
42
回
栗
山
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
つ
ど
い
が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
参
加
し
た
65
人
は
、
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
指
導
を
受
け
、

「
ザ
・
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
」「
し
り
と
り
で

仲
良
く
」「
サ
イ
コ
ロ
ビ
ン
ゴ
」
な
ど

５
つ
の
競
技
を
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
競

い
合
い
、
最
後
に
参
加
者
全
員
の
盆
踊

り
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
参
加
し
た

中
野
万
千
子
さ
ん
は
「
20
年
近
く
参
加

し
て
い
る
。
体
が
動
く
う
ち
は
こ
れ
か

ら
も
毎
年
参
加
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。　
　
　
（
10
月
５
日
）

VOL.30

【日　時】　令和２年１月 12 日㈰
　14：00 ～ 16：00（受付開始　13：00）

【場　所】　カルチャープラザ「Ｅｋｉ」
【対　象】　平成 11 年４月２日から平成 12 年

４月１日までに生まれた方（町内在住の対象
者には案内状を発送）

※現在、町外在住で参加を希望される方は町教
育委員会にご連絡ください。

【問い合わせ】　町教育委員会社会教育グループ
☎ 72-1117

令和２年栗山町成人式

マナビィに掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。
【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

栗山町 検索栗山町 検索



　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
休
館
日
の
月
曜

日
を
11
月
か
ら
開
館
し
ま
す
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
や
卓
球
、
夜
は
フ
ッ
ト
サ
ル
な

ど
の
ア
リ
ー
ナ
使
用
の
ほ
か
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
も
可
能
で
す
。

◆
開
館
期
間
　

　

11
月
か
ら
４
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

◆
利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

※
一
部
は
専
用
利
用
な
ど
で
使
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配

布
の
「
利
用
予
定
表
」
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
運
動
公
園
、
栗
夢
広
場
、
栗
山

公
園
球
場
、
町
民
球
場
、
栗
山
ダ
ム
・

御
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
、
栗
山
公

園
・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
栗
山
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
11
月
４
日
（
振
休
）
か
ら
閉
鎖
し
ま

す
。
な
お
、
天
候
状
況
に
よ
り
予
定
よ

り
早
く
閉
鎖
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

昨年度の大会の様子
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楽
し
く
体
験
! !

町
民
ふ
れ
あ
い
講
座

◆
開
講
日

　
12
月
７
日
㈯

　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場
　
所
　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
受
講
料　
９
０
０
円

◆
持
ち
物　
は
さ
み
、

（
お
持
ち
で
あ
れ
ば
）
グ
ル
ー
ガ
ン

◆
定
　
員　
10
人

◆
講
　
師　
岩
﨑　

真
智
子
さ
ん

◆
申
込
期
限　
11
月
29
日
㈮

◆
日
　
時

　

12
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

◆
場
　
所　
開
拓
記
念
館

◆
参
加
料　
２
０
０
円

◆
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

◆
申
込
期
限　
12
月
３
日
㈫

　

趣
味
を
広
げ
て
み
た
い
方
の
た
め
の

講
座
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

親
子
も
ち
つ
き
の
集
い

  

第
39
回
全
町

　

 

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ
施
設
冬
期
閉
鎖

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
月
曜
日
開
館

　

お
好
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
手
作
り
パ
ー

ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
が
で
き
ま
す
。
楽
し

み
な
が
ら
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
図
書
館
へ
行
こ
う

　「
空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ
」「
ボ
ス
ベ
イ
ビ
ー
」

を
新
た
に
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
館
内
視
聴
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
旧
作
品
に
関
し
て
は
貸
出
利
用

も
可
能
で
す
。
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。　

新
し
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
で
き
ま
す

文
化
の
日
特
別
開
館
し
ま
す
！

◆
日
　
時　
11
月
３
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

映
画
の
特
別
上
映
も
予
定

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

☎
�
３
３
３
３

　

昔
な
が
ら
の
杵
と
臼
を
使
っ
た
も
ち

つ
き
や
、
石
臼
を
使
っ
た
き
な
粉
づ
く

り
な
ど
を
体
験
で
き
ま
す
。
親
子
の
参

加
も
大
人
だ
け
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
開
拓
記
念
館　

☎
�
６
０
３
５

　

栗
山
小
学
校
で
は
収
穫
し
た
ば
か
り

の
も
ち
米
を
使
っ
た
も
ち
つ
き
体
験
を

行
い
ま
す
。
当
日
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
も
ち
つ
き
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け

る
大
人
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
日
　
時　
11
月
16
日
㈯　

　

午
前
８
時
半
～
11
時
半

◆
場
　
所　
栗
山
小
学
校
体
育
館

◆
内
　
容　
も
ち
つ
き
体
験

◆
申
込
期
限　
11
月
11
日
㈪

◆
申
込
先　
栗
山
小
学
校

　

☎
�
１
１
７
９

手
作
り
ク
リ
ス
マ
ス
額
縁
講
座

◆
日
　
時　
12
月
８
日
㈰　

午
前
９
時

◆
場
　
所　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対
　
象　
町
内
会
・
自
治
会
・
企
業

単
位
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
（
構
成

が
困
難
な
場
合
は
複
数
の
町
内
会
・

自
治
会
・
企
業
で
の
合
同
編
成
も
可
能
）

◆
内
　
容　
男
女
別
に
よ
る
６
人
制

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

※
今
回
か
ら
、
企
業
チ
ー
ム
の
参
加
も

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
企
業
チ
ー
ム

は
男
子
の
部
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
申
込
方
法　
各
町
内
会
・
自
治
会
に

送
付
す
る
申
込
用
紙
を
提
出

※
企
業
チ
ー
ム
の
申
し
込
み
は
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
受
付
に
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間　
11
月
18
日
㈪
～
27
日
㈬

◆
問
い
合
わ
せ　

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎
�
６
１
６
１

土
曜
授
業
「
く
り
っ
子
も
ち
つ
き
体
験
」

栗山町文化振興基金補助金　事業募集のご案内
　栗山町文化振興基金は、昭和 63 年から町民や企
業の方などからいただいた寄付金を、文化振興を図
る事業に充てるために積みたてている基金です。
　募集内容は下記のとおりです。

対象事業内容

　
町
民
講
座
（
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
共
催
）

　
「
音
楽
療
法
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」

◆
日
　
時

　
11
月
26
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時
半

◆
場
　
所
　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内
　
容
　
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
で
脳

　

や
身
体
に
良
い
効
果
を
与
え
、
心
や

　

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

◆
対
　
象
　
講
座
に
興
味
の
あ
る
方

◆
受
講
料
　
無
料

◆
講
　
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

和
・
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

音
楽
療
法
研
究
室　

中
山　

ヒ
サ
子
さ
ん　

◆
申
込
期
限
　
11
月
22
日
㈮

◆
申
込
先
　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

　

グ
ル
ー
プ　

☎
�
１
１
１
７

　単年度で完了する下記の事業とします。
　⑴　地域文化振興事業
　地域の文化振興または普及を図る事業（演
　劇、音楽、文芸、工芸、郷土芸能の鑑賞会、
　展示会、歴史・自然に関する学術研究発表
　など）
　⑵　郷土芸能等保存振興事業
　郷土芸能の保存、継承などを図る事業
　⑶　芸術創造普及事業
　芸術家などが行う芸術の創造普及を図る事業

【対象経費】　謝金、旅費、需用費（食糧費は除く）、
　　　　　　役務費、委託料、使用料、賃借料など

【対 象 者】 　町内で活動する団体または個人
【補助金額】　対象経費の２分の１以内で、原則と

　　　　　　して 20 万円が限度とします。
【応募方法】　事業を予定されている方は、あらか

　　　　　　じめ町教育委員会指定の申請書を提
　　　　　　出願います。事業の申請は随時受け
　　　　　　付けますが、早めの提出をお願いし
　　　　　　ます。

【応募先・問い合わせ】
　町教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117

　令和元年度補助金交付実績
　⑴地域文化振興事業
　　交付決定件数７件
　　主な事業「匠まつり」「まちの駅寄席」など
　⑵郷土芸能等保存振興事業
　　交付決定件数１件
　　主な事業
　　「栗山町郷土芸能角田獅子舞保存記録事業」
　⑶芸術創造普及事業
　　交付決定件数２件
　　主な事業　「北の工芸　手仕事展」など

くりやまの匠たち　匠まつり

角田獅子舞


